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自分で作る　産直野菜
区 民 農 園 の 利 用 者 募 集

区では、皆さんに野菜や花づ<
りを通して、自然に親しんでもら
おうと、22ヵ所に区民農園を設置
しています。自分で栽培して収穫
した野菜の味はきっと格別。区民
農園で野菜作りにチャレンジして
みてはいかかですか?

あ
な
た
の
た
め
の
4
.
5坪

区
民
農
園
は
区
内
に
2
2
ヵ
所
、1
千

6
3
区
回
あ
Q
豕
す
。(
1
1
月
1
0
E
現
在
)

F
区
固
は
約
杤
坪
。家
庭
粟
園
に
は
ち

ょ
ら
と
艮
い
広
さ
で
す
。こ
の
u
坪
の

十
湎
か
ら
、一
ほ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、秋

肺
ア
ツ
マ
イ
モ
翕
こ
の
四
季
折
々
の
作

物
が
ま
豕
れ
李
す
。何
を
?
9
か
は
あ

発

決
第
。
呀
}
(で
音
で
た
新
鮭
な
野

菜
を
あ
な
た
の
食
卓
で
昧
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い

。

黔作樂のあとにご利用ください

お
父
さ
ん

ト
マ
ト
っ
て
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
?

一
年
中
、
色
々
な
野
粟
が
手
に
入
る

現
代
の
暮
ら
し
。『
ト
マ
ト
つ
て
ど
う

や
っ
て
で
き
る
の
』、「ナ
ス
は
い
つ
ご

ろ
一
々
の
」
な
ど
、
子
ぐ
も
た
ち
の
素

朴
な
疑
問
に
答
吝
Q
に
は
、
直
接
体
験

さ
せ
る
の
が
I
『

親
子
の
ふ
れ
合
い

の
墺
芦
‥一て
、
区
民
農
園
啻
こ
利
用
く

だ
さ
い
。

ぜ
い
た
く
だ
な
～

都
内
で
土
い
じ
り

わ
た
k

気
ほ
都
市
生
活
の
中
で
、

自
然
に
親
し
む
機
会
が
少
な
ぐ
な
っ
て

い
ま
ま
。
家
庭
菜
園
夲
痔
て
る
の
は
都

会
の
中
{
ぶ
袞
迚
い
た
ぐ
。
畑
を
輊

持
t
{
だ
め
の
除
蕈
な
ど
ほ
決
し
て
楽

な
も
の
で
は
あ
ひ
ま
廿
ん

。
し
か
し
、

自
分
で
育
て
か
野
菜
が
、
食
卓
に
花
を

そ
凡
て
ぐ
れ
る
喜
び
は
格
別
ご
皷
族

そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
区
民
農
園
を
莉
用
し
ア
み
て

は
い
か
が
で
す
か
?

ビ
デ
オ
広
報
〝ル
ッ
ク
i
nあ
だ
ち
〟

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
風
　
い
ま
足
立
か
ら
」

～
が
ん
ば
る
町
工
場
～

貸
し
出
し
中
で
す

映
像
で
ま
ちの
話
題
や
出
来
事
を

紹
介
し
て
い
る
「
ル
ッ
ク
。
9
8だ

ち
」。
今
4
は
'
が
ん
ば
る
町
工
声

の
第
冫
集
で
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
稟

の
工
場
豪
と
n
あ
げ
て
い
穿
歹
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
場
所
卜
傭
報
公
開
課

(千
住
本
庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
)
、

各
図一
館

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・

広報課
映像
担当

(
3
8
8
2
)
I
I㈹

足
立
区
教
育
委
員
に

小
金
井
専
一
氏
が
就
任

10月20日( 金)、足立区教

育委員に、冲金 井專 氏(
古千谷本町2- 6- 11) が
就任し ました。
〈足立区教育委員会>

区民農園利用者幕集
2年間利用!

今 回 募 集 分 か ら

募
集
農
園
卜
表
1
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
覲
用
期
7
平
成
8
詈

月
上
旬～
平
佩
…
一
年
2
月
中
旬
対
象

=
区
内
在
住
で
耕
作
地
が
な
く
、
園
芸

に
熱
意
の
あ
る
℡
帯

費
用
H
1
万
円

(
2
回
に
分
け
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き

衆
す
)

利
用
条
件
等
=
野
菜
お
よ
び

草
花
の
栽
培
に
限
2

チ

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
希
單
I
I

園
名
、
世
帯

主
名
、
住
所
、
家
族
全
員
の
氏
名
・
年

齢
、
電
話
番
昇
忝
明
記

逗
信
用
(
ガ

キ
に
も
住
所
・
氏
名
を
記
入
)
。
現
在

利
用
中
の
方
は
、そ
の
区
画
番
号
も
記

入
。
ま
た
、6
0歳
以
上
の
方
が
利
用
す

る
世
帯
は
「
高
齢
者
コ
ー
ナ
1
希
望
J

と
朱
記
し
て
く
だ
さ
い
(
一
慇
肖
当

選
謇
i

逾
し
豕
す

。
※
同
居
の
場

合
は
一
世
帯
冫
か
な
し
嫐
す
。
重
複
申

し
込
み
は
無
効
で
す

期
限
H
1
1月
1
7

日
消
印
有
効

公
開
翅
週
卜
1
2月
7
日
(

木
)
、
午
前
1
時
3
0分
開
始
(
東
武
線

以
東
の
農
園
)
、
午
後
L
時
3
0分
開
始

(東
武
線
以
西
の
農
園
)

抽
選
場
所

乱
筴
本
町
庁
舎
―
階
会
議
室

申
・

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
農
産
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
―
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
9

表1 募集する区民農園 崇古干谷第二は新設の区民農■ です

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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ソ
フ
ト
な
手
触
り

2
3区
ブ
ラ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー

「
み
ど
り
の
夢
2
3
」販
売
中

卻
ワ
ラ
ン
ト
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
ア
イ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
「み
ど

り
の
夢
2
3」
き

笠
区
内
り
小
充
店
で

販
売
し
て
い
ホ
す
。
こ
の
た
び
、
新
た

に
1
7唐
が
新
規
販
売
協
力
呎
と
し
て
遥

加
さ
れ
ま
レ
た
爰
1
)
。
こ
れ
で
、
販

充
協
力
店
は
区
内
全
域
で
1
7
5居と
な
り

ま
じ
た
。
こ
の
製
品
は
、
ス
ー
パ
ー
や

公
共
施
設
等
で
回
収
し
た
紙
パ
ッ
ク

と
、
オ
フ
ィ
ス
古
紙
を
原
材
料
に
製
造

さ
れ
て
い
零
す
。
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
册
罰
が
與
を
給
び
、
2
3区
2
フ
ン
ド

製
昴
と
し
～

ぜ

ひ
こ
の
機
侖
に
お
F
)
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
規
の
販
売
協
力
店
を
募
集
し
て

い
家
す
。
問
先
=
#
■央
本
町
庁
舎
・リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課

一
'鹵
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

黔
の
ぽ
り
の
あ
る
お
店
で
ど
う
ぞ

▲ 皆さんがら回収した資源で作られます

表1 新規販売協力店

み ど
り の夢 23

ご利用ください

リサイクル
交換情報

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
憾
、
簡
単
に
リ

サ
イ
ク
ル
交
換
情
報
奮
'
y
g
y
が
で

膏
る
タ
ッ
チ
式
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
を
、

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
L
階
辰
示
ホ
ー
ル
お

よ
ぴ
喬
薪
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置

し
て
い
搴
歹
。
ま
た
。区
関
連
施
設
(
8
2

カ
所
)
に
黔
簟
袞
‥
て
い
る
「
あ
い
ネ

ッ
ト
2
1」
で
も
最
新
情
報
を
匱
接
検
索

で
奮

ヂ
の
で
。
お
気
軽
に
'
魍
用
く

だ
さ
い
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
利
用
方
法

瞽
豪
(
ガ
キ
(
区
民
事
務
所
窓
口
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま

す
)
に
所
定
の
内
容
m
<

し
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
「
誤
n
汞
す
-
・
:ご
自
分
が
品
物
を

持
っ
て
い
て
、
他
の
方
に
譲
る
場
合

▽
『
求
め
祟
す
』
・
:ご
ほ
分
が
品
物
を

貅
し
い
場
合

「
腆
Q
豕
y
ら
・
『
求
め
祟
す
』
の
内

容
を
お
確
か
め
の
上
、
鳫
猖
率
屶
と

連
絡
を
取
ひ
合
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
交
渉

が
成
立
し
声
レ
た
ら
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
ま
で
必
て
瀘
絡
く
だ
さ
い
。
対

象
H
区
内
皀
?
在
勤
の
方
登
録
費

用
=
無
料

登
録
期
間
l

豕
月

χ

動
植
物
、医
薬
品
、貴
金
属
、食
料
品
、

バ
イ
ク
・
自
勣
卑
、
専
売
品
、
f…
芳
円

以
上
の
高
笏
竝
旨
躱
で
章
ま
せ
ん

問
先
=
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
4
回
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ン
ケ
ー
卜
と
提
案
募
集

足
立
区
、
板
橋
区
、
北
区
、
荒
川

区
の
4
区
が
共
通
の
課
題
に
対
し
て

検
討
し
、
都
市
に
お
け
る
エ
業
の
あ

り
方
黔
探
る
た
め
「
第
4
回
都
市
型

工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
&
年一
月
8

日

禾
)
・
9
日

釡
)
に
4
区
合

髑
で
開
催
」
¥チ

。

場
所
H
ホ
テ

ル
ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド
(
J
R
日
一
里
駅

前
)

※
く
わ
し
ぐ
は
、
後
吁
、
お

知
ら
せ
し
ま
す

□
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
棆
肘
さ
せ
て

い
た
だ
ぐ
た
め
、
4
区
内
の
製
造
業

を
霹
り
方
を
対
象
に
現
在
の
工
巣
の

課
題
や
広
域
的
な
票
旨
湃
な
ど
の

意
見
、
提
案
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

募
笋
に
¥チ

。
用
紙
が
郵
送
さ
れ
た

霞
吮
に協
力
套
齠
い
し
i
y

期

限
八
甘
蔔
日

□
イ
ン
タ
ト
ネ
ッ
ト
に
よ
る
握
不
・

提
案
募
集

4
区
工
業
の
実
擧
を
内
外
に
知
ら

せ
、
広
く
慘
さ
ん
の
意
見
夲
お
聞
き

寸
気
だ
め
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
(
世
界
中
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ご
冫
し
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
に
よ
る

糲
罘
と
提
案
募
集
鷺
行
い

拿
歹
。

※
F
A
X
に
よ

る
提
案
も
募
集
し
嫐
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
翕

梦
ヽ
だ
さ
い

対
象
日
4

区
の
万
壑

き
国
内
外
の

方

期
限
H
1
2月
3
1日

間
先
卜
中

央
本
町
庁
舎
・
馨
錣
興
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
3
1
L
3

F
A
X
(
3
8
7
0
)
5
2
5
5

一
・
・
J
y 一↑/一↑

』
　

ケ ア ハ ウ ス 六 月 の

入所 者 募 集

( 空室分)

4
月
に
開
設
し
た
「
ケ
ア
(
ウ
ス
六

が
は
、体
が
や
や
弱
っ
な

左
に
よ
り

不
安
を
持
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
C
の
高

齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
方
に
、
安

心
し
て
目
立
し
た
{
居
を
耨
け
て
い
た

だ
く
た
め
の
軽
費
参
人
ホ
ー
ム
で
す
。

こ
こ
で
は
、
食
事
の
提
妣
y
X
浴
の
準

備
の
サ
ー
ビ
ス
Q
は
か
、
隻

箱
談
等

が
慫
K
れ
嫐
す
。
所
在
地
日
六
月

一
丁
皀―
番
1
号
対
象
=
次
の
す
べ

て
に
該
罍
莨
芳
・
:
区
内
に
お
住
ま
い

の
満
6
0
繻
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
配
偶

者
/
{
茯
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機

能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
衷
ほ
高
齢

等
の
た
め
独
立
し
て
牛
罵
寺
る
に
は
不

安
が
謬
め
ら
れ
、
家
族
に
よ
る
援
助
が

困
雕
な
方
/
吁
常
牛
活
の
維
持
が
可
能

な
万
/
使
用
料
の
負
扣
眤
力
の
あ
る
方

/
保
証
人
の
立
て
ら
れ
る
万
入
所
予

定
時
期
卜
8
年
1
月
1
日
以
降
※
く

わ
し
ぐ
は
、
申
込
S
奮
'
旨
ん
ぐ
だ
さ

い
募
第
一
爵
暃
個
室―
室
、
夫
婦
室

l
室
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
知
選
で

空
裏
茗
の
順
位
を
き
め
祟
す
使
用

料
は
年
収
に
6
じ
て
月
額
約
3
万
円～

u
万
円
で
す

申
込
期
間
菽
W

昼
甘
1
U

忖
日

申
込
H
申
込
一
に
記
入

し
、
本
人
が
直
接
、
高
齢
者
施
設
運
営

佩
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

申
込
用
紙

の
配
布
蕋
呈
柾
事
務
所
、
区
民
事
務

所
、東
西
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在

宅
介
護
支
授
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
(
ウ
ス

六
月
芻
丙
羊
住
本
庁
舍
・
高
齢
者
施

設
運
営
係

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
高
齢
者
施
設
運
営
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
L
L

㈹

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

対
象
卜
作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
壹
″

つ
方

勤
務
条
件
=
1
日
1
時
間
、
週
l

貝
齧
一

報
酬
H
R
額
F
万
8
千
円

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
{
'
χ
り
8
2
}
5
3
7
0

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い
公
平
な
採
用
選
考
・
・
・
(
2
)

今
同
ほ
公
平
な
採
用
選
考
査
忖
う
た

め
に
、
雇
用
者
は
軍
人
の
際
、
ど
り
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
て
募
集
す
べ
參
か

に
つ
い
て
衷
疋
て
い
耋
一
ヂ
。

《
募
集
・
応
募
書
類
に
つ
い
て
》

応
募
者
が
会
社
へ
提
出
す
る
騾

審

は
、
同
和
地
区
出
身
者
が
就
職
差
別
を

鷽
g
9

に戸
な
ど
を
契
機
に
、
新
規
高

卒
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
4
8年
廖
が
ら

統
一
応
募
用
譽
落
用
し
て
い
ホ子

。

ま
た
、
新
規
中
卒
者
に
つ
い
て
は
職
業

相
談
票
、
新
規
大
卒
者
に
つ
い
て
は
標

準
的
事
項
参
考
禳
式
、
一
般
に
つ
い
て

は
日
本
工
業
規
格
(
J
I
S
)

履
歴
書

が
定
め
ら
'れ
て
い
ネ
T
。

各
企
業
と
り
本
籍
地
夲
ほ
じ
め
、
家

族
の
状
況
、
資
産
、
一
霰

、
自
宅
付
近

の
略
図
な
ど
、
応
募
者
の
能
力
と
邏
性

に
全
ぐ
関
係
の
な
い
内
容
が
含
奔
れ
た

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
履
歴
書
(
社
用

紙
な

ど
)
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ

い
。
ま
た
、
募
集
の
際
に
。
戸
籍
謄
(
抄
)

本
や
庄
民
票
の
提
出
を
求

め
て
は
い
け

ま
甘
ん
。

y
れ

ら
の
冫

ご
を
守
叭

河

叭

ば
、

特
定
の
人
(

同
和
地
区
出
身
者
・
障
害

者
・
母
子
・
父
子
冢
庭
り
人
等
)

が
排

除
さ
れ
る
こ
と
に
っ
な
が
り
、
『
基
本

的
人
権
の
侵
害
』
に
な
ひ
豕
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
命
記

注

千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ

東部・西部

障害福祉総合センター

障
害
に
関
す
る

専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
療
法
士
、
看
護
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
障
害
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
奮
冥
け
、
指
導
、
訓

練
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
器
仔
っ

て
い
ホ
t
y。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
敝
函
な
ど
で
身

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ

ひ
訓
練
に
つ
い
て

□
-
藕
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
哂
屁
こ
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
こ
ひ
づ
ら
い

方
の
言
葉
の
訓
練
に
つ
い
て

□
襌
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
足
、
義
手
、
つ

え
や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
等

や
福
祉
機
器
に
つ
い
て

□
目
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動

作
な
g
跖
い
や
す
く
す
兮
零
な

道
具
の
紹
介
や
製
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談

や
福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
膏
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ

い
てこ

の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
(
ビ
リ
訓
練
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
通
所
利
練
に
つ
い
て
の

相
黔
黻
時
鷽
Q
N
け
て
い
ホ
す
。

問い 合わせ先
寨部陣書1蘿植x纖al s ン タ'‘ 4'
'圃遊j l 弓繃1 日光街 濫) の東側
および=F 住地区の 方 ぬ廴 　! i l SI一回 ¶】

西部障害襦祉綿'・k ジ&L'
固瑞4

・り聊眤XI s債I
およぴ ホ台・新 田・官蛾SSg のカ' ふ 厂
斗 二り ご' 丶 祀ごこ声? 　S1111一眼11
・X 回摎rとも薹・! バ スが利用でき ます。
ぶ 相蔕くださり
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保

健

ガ

イ

ド

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

(
無
料
で
す
)

□
涓
化
器
か
ん
検
診

冐
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

対
象
H
3
5歳
以
上
の
区
民

期

限
H
U

月
に
1

月
2
0日

※
胄
を
切
除
k

劣
、
胄
の

病
気
で
治
家
中
の
方
、
竏
娠
し
て
い
る

と
胆
沢
¥

方
は
受
診
で
霤
ま
せ
ん

□
夊
性
の
か
ん
検
診

乳
が
ん
。
子
寰
f一ん
の
早
期
5
見
に

役
立
蔔

ヂ
。

対
一
卜
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
卜
区
内
実
施
医
療
機

関

受
珍
旨
7
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
う
え
受
診

□
原
人
傭一
畛
一

血
液
。
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
衰
弱
9
儖
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
病
気
や
讀
尿
『

高
血
圧
、

高
脂
皿
屁
等
に
つ
い
て
調
べ
求
f
y。
内

容
の
充
実
レ
だ
健
診
で
す
。

対
象
H
4
0

歳
弓

心
歳
(
昭
和
i
年
4
月
1
日

以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
H

区
内
実
廖
蕕
機
関

-

い
ず
れ
も
卜

申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
吁
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
鷽
明
記
。
受
診
豕
と
案
内

を
芻
送
叺
り
ま
す
※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
2
の
貝
孥
か
ら
検
貉
は
、
堤

所
爾―
希
望
ま
で
)
も
明
記
申
・

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表2 消化器がん検診日程

リ
ハビリ実践講座

「遊んで、
歌っ て、

元気になろう 」

家
に
閉
じ
y
に
'も
ひ
が
ち
の
方
、
車
い

す
や
つ
え
な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。
楽

し
み
な
が
ら
の
リ
(

ビ
リ
教
室
で
"

。

悉

硯
迎
の
あ
寥

な
方
は
予
約
時
に
ヽ
紬

談
く
だ
さ
い

日
程
等
Ⅱ
表
3

費
用
=

無
料

場
・
申
・
問
先
鼻

迪

保
健

相
談
所

　
1
8
X

り
)
4
0
0
4

表3 リハビリ実践講座

豪いずれも、午前10畤30分～正午

ダ
ウ
ン
症
児
の
心
の
発
達

日
時
日
1
1月
2
4日
釡
)
、
午
煎
……一時
～

正
午

内
容
=
ダ
ウ
ン
症
児
り
心
の
発

違
に
つ
い
て
学
び
啄
す

定
員
儿
J
人

費
用
H
無
料

講
師
H
原
由
利
子
氏

(あ
け
ぼ
の
学
園
・
相
談
撩
育
部
心
理

士
)

申
込
卜
電
話

塀
・
申
・
問
先

卜
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
a
u
)
5
a
り
1

食
と
健
康
教
室カ

ゼ
に
勝
つ
コ
ツ

日
々
の
食
事
か
ら
風
邪
奮
Z
孥
恚

コ
ツ
を
学
び
、
身
体
童
砥
支
て
み
ま

廿
刄
か
。

日
時
卜
1
1月
2
9貝
水
)
・
1
2

月
6
日
(
水
)
、
午
後
L
時
叩
}
T
3

購
一芬

内
容
H
▽
1
口目
・・・カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
た
め
の
食
牟
活
・
調
理
実
演

と
試
食

▽
2
日
目
・・・体
ゐ
づ
く
n
と

運
励

定
員
卜
3
0人
(
先
慧
眼
)

費

用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
日
足
立
保

健
所

　
(
3
q
g
)
4
1
5
1

も
う
す
ぐ
マ
マ
と
パ
パ
に
な
る
方
へ

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

日
時
=
1
1月
2
4日
(
金
)
、
午
後
L
時
3
0

分
～
か
時

対
象
H
序
展
Q
男
月
以
降

の
方
冫
そ
の
配
偶
者

内
容
H
マ
タ
ニ

テ
ィ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
(
妊
婦
体
咎

と

パ
パ
の
子
覃
大

門
綢

定
員
=
3
0人
(

先
量
琶

申
込
日
電
話

場
・
申
・

問
先
H
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

選
挙
豆
知
識

得
票
に
一
票
未
満
が
あ
る
の
は
?

選
挙
の
結
果
の
発
表
奮

變

と

、

時
折
侯
禰
者
別
の
得
票
数
に
小
数
点

以
下
の
数
字
か
つ
い
て
い
る
こ
と
が

あ
2

チ

。
投
票
用
紙
」
枚

が
L
泉

な
の
に
、
投
票
用
紙
の
半
分
と

か
、

切
れ
端
が
入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
'
{ん

、
そ
ん
な
こ
芦
ほ

あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
按
(

あ
ん
)

忿

と
い
う
仕
組
み
の
結
果
な
の
で

す
。按

分
と
ほ

、
侯
補
者
に
同
一
の
氏

名
、
氏
裘

ほ

名
の
候
補
者
が
冫
人

以
上
い
る
場
合
に
瀟

邵
¥

ヂ

。
す

な
わ
ち
、
そ
の
氏
名
、
戻

枩

ほ

名

の
み

濫

竅

レ
{
泌

禀
に
つ
い
て
、

選
鎰
入
の
薹
釁
な
る
べ
く
尊
重
す

る
趣
冒
か
ら
、
侯
補
者
の
騅
を
配
載

し
た
か
確
認
で
き
な
い
と
し
て
無
効

な
呑
の
で
ほ
な
ぐ
、
当
該
侯
補
者

が
笋
た
有
劭
扠
票
数
の
割
合
に
応
じ

て
対
‥
る
こ
ζ
″き
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
侯
補
者
の
得
票
数

に
小
数
戀

罘
の
端
数
が
つ
ぶ
左

が
あ
る
の
で
す
。
参
議
院
腸
貝
選
挙

で
ほ
、
東
京
都
選
出
で
Ⅲ
票
の
按
分

票
が
あ
ひ
、
比
例
代
表
選
出
で
ほ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
先
日
千
住

杢
7
舍
・
選
挙
萱
瞿
貝
会
事
務
局

　
(
3
8
Q
X
乙
)
I

↓
㈹

思 春 期

セミナー

思
春
期
は
子
ど
釟
が
仝
(
人
に
麌
わ

る
転
換
期
で
す
。
覯
匂
多
も
も
不
安

や
悩
み
膏
苻
つ
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

今
、
子
ど
畆
ど
の
関
係
に
つ
い
て
一
緒

に
衷
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
八

月
召
ご
水
)
・
1
2月
5
日

火
)
・
1
8
R
(

月
)
・
8
年
F
月
2
4日
丞

、

午
後
F
時
ト
ー
時
卯
分

対
象
H
思
春

期
の
子
ど
も
を
持
っ
親

钁
7

高
橋

和
巳
氏
(
松
沢
訶
院
医
師
)
ほ
か

定
員
H
苧
(
筅
翁
順
)
S

用
卜
無
料

棚
・
申
・
問
先
乱

極
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
9
7
7

「
税
に
関
す
る
作
文
」の
展
示

区
内
の
中
学
年
蚕
対
象
に
、足
立
・

西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
。

毎
年
「税
に
関
す
る
〃
支
こ
i
蘖
し

て
い
宋
f
y
。優
秀
愕
覃
発
表
し
、税

に
対
茗
関
心
が
高
ま
る
ぷ
i
示
を

行
い
欒
す
。ぜ
ひ
、お
で
か
け
ぐ
だ
さ

い
。日
程
等
日
▽
綾
瀬
ブ
ル
ミ
干
・

1
1
1
1
〃
扣
日
～
U
こ
怕
甘
は
正
午
か

ら
、1
7
日
は
正
午
ま
で
)
▽
中
央
本

町
7
舍
…
1
1
月
掴
苣
s
s
日
▽
江
北

セ
ン
タ
ー
・
・
・
1
1
月
1
3
B
～
2
3
E
(
詞
甘

臚
止
午
か
ら
)

【
入
賞
作
品
】

【
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
!

昼

】

鈴
木
智
子
(
第
十
一
中
)
、
鈴
木
麻
子

(東
綾
瀬
中
)
、
芦
原
な
つ
美
(
花
畑

北
中
)
、
高
石
恵
美
(
花
畑
北
中
)

【
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
】

野
稈
酥
友
(
第
四
中
)
、
金
子
周
子
(
第

五
中
)
、
野
村
な
つ
み
a

北
中
)
、
田

中
啓
子

王
卮
田
中
)

※
敬
称
略

問
先
基
冱
余
町
庁
舎
・
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

年
末
調
整
説
明
会

区
ぶ
霧
署
召

、
年
末
調
整
の
説

明
会
査
行
い
求
す
。
給
与
関
係
事
務
を

髮
孑
戔
a

、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
芻
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
還

庫
ぐ
だ
さ
い
。

日
程
等
日
表
4

問

先
乱
筴
本
町
庁
舎
・
特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

足
立
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

　
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

酉
新
井
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

　
(
3
8
4
0
)
I
I

表4 年末調整説明会会場

( いずれも午後1開分～4時)

● 脱明会の内容についてのお問い合わせは、特別徴収
係または各税務署へお願いします

掲
示
板

□
税
を
知
る
週
間
(
1
1
‥
月
1
1
日
～
1
7

日
)
に
税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

日
程
等
H
▽
1
1
月
1
3
E
月
)
・
1
4
日

天
)
・
袷
苣
汞
)
・
1
7
日
(
金
了

ル
ミ
ネ
北
千
住
'
L
階
▽
U
月
1
2
日

亘
・
U
は
(
月
)
・
・
・
せ
ア
イ
西
新

井
▽
1
1
月
1
4
日
天
)
…
西
新
井

税
務
経
営
指
尋
所
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
問
先
=
足
立
税

務
署

　
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□

旺
車
違
反
追
放
モ
デ
ル
地
区

竹
の
筱
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
お
よ
ぴ
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
周
辺
一
帯
(
西

保
木
間
4
1

瑶

を
、
綾
瀬
警
察
署

で
駐
車
違

堅
震

モ
デ
ル
地
区
に
指

定
し
奔
レ
だ
。
皆
さ
ん
の
ご
芻
力
を

お
願
い
し
求

す
。

問
先
=
m

響

察
署

　
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

□
短
期
講
習

『
2
級
自
助
車
整
備
士
(

ガ
ソ
リ
ン
)

科
受
講
生
募
!

日
時
=
8
年
1
月
9
日
～
召
め
う

ち
'
び
日
間
、
午
後
6

時
L
1

時
1
0分

対
象
卜
2
級
自
勣
車
整
備
十
麥
皀
指

す
方

定
員
H
4
0人

費
用
H
千
5
0
0

円

申
込
儿
片
5

日
か
ら
初
日

は
午
後
6
時
r
7
時
に
営
愕
)

場
・
申
・
問
先
日
足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校

(
3
6
n
5
)
6
1
4
8

□
羃
7
回
講
演
会
「
旅
の
終
わ
り
は

バ
ラ
色
に
」
-
今
高
齢
者
か
一
番
気

に
な
っ
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
1

日
時
八
月
1
8
旦
土
)
、
午
後
1
時

迴
了
4

時

場
所
=
ル
ミ
ネ
北
千

住
冫
階

費
用
H
無
料

講
師
H
鈴

木
保
縟
氏
(
医
学
濘
士
)

(足
立
区
薬
剤
師
会
)

□
パ
-
卜
労
働
相
談
会

黄
金
、
退
職
金
、
労
働
条
件
等
パ

ー
ト
労
働
に
関
す
る相
談
や
資
料
提

供
査
行
い
零
す
。

日
時
H
1
1月
2
1

日
火
)
、
午
後
i
時
L
1
時

鳩
所

日
ル
ミ
ネ
北
千
住
7
階

問
先
卜
王

子
労
呱
事
務
所

(
3
9
0
0
)
q
t
O

□
Π
月
は
個
人
事
業
税
第
冫
期
分
の

納
期
で
す

a
月
に
お
送
n
に
た
納
付
醫
に
よ

っ
て
、お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
都
税
事
務
所
で
駟
め
て
ぐ
だ
さ

い
。(
足
立
都
税
事
銘
胼
>

緊急!
あだちまちづくり

フォーラム
「ふた たび、
防災まちづくりを

考える 」

1
月
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
農

災
以
来
、
関
心
の
高
ま
っ
て
い
る
防

災
ま
ち
づ
ぐ
り
。こ
の
災
客
に
強
い

ま
ち
を
咥
み
手
島
覦
が
一
体
と
な

っ
て
、
ど
9
5

に
つ
く
っ
て
い
く

か
を
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
鴦
え

聿
す
。
た
の
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
卜
1
1月
2
3旦
祝
)
、
午

前
1
0時
3
0分

場
所
H
関
原
の
森

テ
ー
マ
ー
£

た
ぴ
、
防
災
ま
ち
づ

く
ひ
濫
叉

る

内
容
H
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
、
防
災
新
発
見
蚕
2

荅
、
学

ぴ
の
ぞ
ベ
ン
ト
(
東
京
都
立
大
学
教

授
高
見
澤
邦
郎
氏
に
よ
る
基
調
講

演
)
、
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
蟶
体
験
、

耐
震
相
談
、
模
擬
店
、
も
ち
つ
膏
な

ど
)

主
催
Ⅱ
足
立
区
ま
石
づ
く
り

推
進
連
絡
会

問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
ま
ち
づ
ぐ
n
麁

1
8
8
8
2
)

―
l
t

㈹
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あ 新たに だ 大胆に ち チャレンジ
～第二次行政改革～

簡
素
で
効
率
的
な
区
政
の
確
立
と

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
目
指
し
て

～
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
ま
と
ま
る
～

第
二
次
行
酢
収
革
大
綱
は
、
区
民
の

代
詼
に
よ
ひ

葱

苔

れ
る
「
行
靡

蕈

推
進
委
員
会

『
会
長
Ⅱ
松
本
敏
郎
町
<
R

運
合
会
剛
会
色

』
の
意
見
を
聴
音
、

齋
っ
に
区
巖
会
の

『
行
財
歡
呎
魯
詢
査

特
別
委
員
会
』
の
饗
膳
を
経
て

、
桴

歌
改
革
推
進
本
部
(
本
部
長
=

区
き
)

が
寥
こ
の
た
も
の
で

す
。
今
後
は
、
推

盛

萇

会
お
よ
び
一

会
の
讐

覃

鹿

き

な
が
ら
、
行
歌
改
革
多
暹
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
豕

す
。

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
の
概
要

<基

本

方

針
>

行
財
政
の

体
質
改
魯
泰
通

呎

執
行

能
力
を
高
め

る
た
め
、
次
の

指
針
に
沿

っ
て

瑟

取

藁
麥
暹

め
て
い
罌

ヂ

。

―

公
私
の
雄
'

衂
分
珥

行

政
の
χ

氏
領
冢
煢
i

气

佯
罠

自
泊
の

観
笳
か
ら
萌

兌

だ

し
て

い
孝
豕
す
。

②
事
業
全
般
冫
祗

楸
・
機
構
余
i

根

底
か
ら
見

鳫
し
、
柔
吹
で

効
率
的
な
行

政
運
霖
に
男
め
て
い
孝
ま
す
。

③
震
災
や
水
雹
y

鯖

急
事
態
へ
の
対

応
が
、
還
や
か
に
効
果
的
に
行
刄
Q

体

制
多
潘
苙

し
て
い
孝
豕
す
。

④
鶚
一
の

觴
力
開
発
ぶ

箴
9
(

材
活

用
萱

滾

そ

い
粤
豕
す
。
あ
わ
孳

廠

能
的
・
8
果
的
な
施
!

笈
浸
閧
す
χ
と

と
も
に
、
情
報
公
開
の
徹
匠
に
よ
泰

わ

か
り
や

歹
い
I

。

<こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
>

マ
小
・
中
学
校
の

略
食
調
理
委
託
や
図

書
館
餮
こ
の

公
社
萎
託
等
、
区
の

適
正

な
皿
番
9

泥

に
民
間
委
黔

″
俣

籘
的

に
迎
9

き

声

瓦

。

▽
区

民
の

皆
齏
心
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
n
律
罠

票

等
砒

こ
こ
の
区
民
事
務
所
で

も
取
れ
る

ぶ
7

に
し
た
り
、
申
請
書
類
の
闇
略
化

や
押
印
廃
止

に
取
り
組
み
F

‥
yだ
。

▽
母
子
l
f

碍
別
養
壽
老

人
ホ
ー
ム
へ

転
換
す
灸

き

、
唇

猛

駸

の

有
劭
活

用
齢
'
凶
つ
ア
齊
i

レ
ベ

▽
結
婚
相
談
辱
の
民
間
刄
B

れ
て
い

る
事
業
鬣
F

苒

鳶

▽
給
与
の
灑

止
化
と
し
て

、
特
殊
勤
務

手
当

奮

逧

し
、
3
3
種
の

壬

蒙

麁
止

し
声

し
た
。

▽
定
員
帶

花

計
画
に
某
う

き
、
昭
和
6
0

竿
度
か
ら
平
蔘

卜
年
度
の
間
に
泪
人

の
職
員
螽

員
し
声

瓦

。

<新
た
な
取
り
組
み
>

▽
事
菷
搴
業
の
兄
攤
し

多
く
の
行
政
課
琴
や
扛
会
経
済
状
況

の
緊
化
に
、
還
や
か
に
的
磴
に
対
S

し

て
い
く
た
め
、
狼
冤

ず
俶
あ

亊
業
の
見

珮
k
S

″
い

、
効
率
的
な
杆
附

政
壥

営

に
男
め
て
い
き
豕
す
。
特
に
、
民
間
委

託
に
つ
い
て
は
、
行
政
S
柾
の
確
保
や

適
正
な
蠶

蒭

謦

に
留
意
」
弋

進
め

て
い
無
辜
ヂ

。

▽
時
代
に
即

応
し
た
組
織
・
機
構
の
見

直
し時

代
の
変
化
に
対
応
で
I
Q
概
髄
的

で
効
串
的
な
組
苹
こ
し
て
い
孝
豕
す
。

公
社
等
に
つ
い
ア
ほ
、
経
宮
の
合
理
化

奩
尽
め
、
必
要
に
応
じ
て
再
構
策
や
統

廃
合
等
奮
賢
肘
し
て
い
き
ま
す
。

▽
帶
貰
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正
化
の

推
進事

雖
葺
に
応
圭

産
砥
め
る
た
め
、
新
偈
遯
貝
管
珊
万

針
蠢
廻
し
孝
歹
。
特
殊
前
房
手
当
萼

啾

制
1

化
に
照
ら
r
衂
喬
じ
て
い
無
黍

。

▽
効
果
的
な
行
政
遍
富
と
職
員
の
鵯
力

開
発
辱
の
堆
進

最
小
の
経
費
で
暈
大
の
効
果
叢

け

希

覡

麌

の
英
聟

鹽

じ
存

政
運
掌
蛋
図
つ
て
い
孝
啄
y
。

▽
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

新
た
な
情
報
机
蹣
冫

ス
テ
ム
を
閲
発

し
、
ぽ
民
サ
ー
ビ
ス
の
甲

石

拳

筋
処
-

地

域
憐
報
化
の

推
進
に
よ
盃
区
民
相
互
の

交
―

産
'
・
め

て
い
き
豕
歹
。

▽
会
館
辱
公
共
施
設
の
設
置
お
よ
び
管

理
運
営
の
適
正
化

利
用
万
法
{
朕

暑
や
適
正
な
利
用
料

を
酘

足
じ
て
い
く
訟
ζ
S

に
、
事
業
の

実
施
に
お
い
刄

よ
り
ソ
フ
ト
面
奮
重

視
し
た
管
理

運
営
を
図
っ
て
い

き
ま

す
。
施
設
の
匯
的
や
様
態

蒹

疋

、
必

要
に
応
じ
ア
地

域
や
住
民
団
体
に
よ
る

施
般
の
管
理

委
託

を
進
め
て
い

き
ま

す
。

行政改革を推進するため
区民の皆さんのご理解とこ協力をお願いします

行政改革に関するお問い合わせは
千住本庁舎・企画課
( 3882) 1111㈹

さわやか窓口サービスを展開していきます( 撮影: 佐野区民事務所)

答
申

を
区
長
に
手
渡
す
松
本
会
長

行政改革推進委員会
審議の様子

あだち公園物語
11 北鹿浜公園

( 鹿浜三 丁目)

ボ
ク
も
ワ
タ
シ
も

運
転
手

公
園
に
入
忝
こ
、
大
者
な
機
関
車
が

蝋

梦

で

ぐ
れ
る
。
こ
5

蕊

喝
浜
公

園
。
交
通
公
岡
と
い
わ
れ
る
こ
の
公
園

に
は
、
遭
路
や
信
号
機
、
横
断
橙
珮
、

そ
し
ア
蹈

み
切
り
ま
で
愁
る
の
だ
。
足

跚
み
式
ゴ
ー
カ
ー
ト

、
バ
ッ
チ
リ
ー
ガ

ー
(
小
学
校
低

学
年
ま

刄

、
自
転

車

の
中
か
ら
好
膏
な
乘
口
跏
豕

隶
ん
で

、

コ
ー
ス
か
茴

ひ
、
遊
び
な
が
a

又
瀑
ル

ー
ル
が
覚
え
ら
れ
る

と
い
、『
お

け
。
小

さ

な
旡

袞

で

匆

保
護
者
が
つ
い

て
い
れ
ぱ
バ
ッ
テ
リ

ー
カ
ー
に
乗
れ

る
の
で
、
簟
族
で

汀
っ
て
み
る
の
も

い
い
だ
ろ
う
。 ゴ ーカ ート 利 用 時 間= 午 旬9 時 ～ 午 後4 畤 利 用

科 金= 無 料 問 先= 北 皿 浜 公 ● 　・3897- 8030

交 通- a ・ 際興 業 バス 赤 羽 駅 東 口 ～ 西 新 井 ● ●

で 罷 呉四 丁目 下 車D 乗 馬 バ ス 西 新 弁r 四口 ～

皿 沼 讎 暈 ま た は 西 新#g 四 口 ～ 都 市 良 業 公 ● 閾 で

鹿 具 中 李 校 下● い ずれ も 徒 歩2 分

楽
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー

消防車も待ってるヨ

◆ 行政改革措置事項一覧◆

1.事務事業の見直し
( 1濘務事業の整理合理化
ア. 平 成8 年 度 に 行う も の

あいネ ットel 衂耒駲 馘 勧 鹿 止/ 入u 膿 劬 鏖/ 勤労青 少年寮の見直し/ l 言

瘟魴● 合センター麕柾 作業保の畧神 胃弱者侵産施 皿( 法内通所 縁殷) への丘 換/ 暉言

者保皿 雇用事業の本格 賈篦/ 毛 昊川剩 匕冥駭の萋 了

イ. 平成8 ～9年度にかけて行うもの
一 一 一 一 一

ウ. 平成8 ～10年度にかけて行うもの
区 刊行物の 鑿鰹合 理化/ 槝魴金の僵 理合理化(

ぢ
ンセット 万式の専 入) / 手 數科、使用

科の 見纛し・礇定/ 公偶財浬の 有効活用/ 国民年 畫嫩進貝制度の 皿充/ 罰 筒櫑膕ステ

ー ショ ンの民政飼 辱/ 地域ケアチ ーム事業の 纉皿ノ 老人保健施設 の民放誘 導/ 自主設

計の巖l /
学i
熹 驪制覆の兄● し/ 学校櫞槭● 樢の撫返/ 区 立幼稚● の 配置および就

飄刔 皿皃年帥の 慝鑼し/ 小・中 学樫のi 正配 置およびl 纂/ 宅6a 臭リ ービスの拡充(

あいあい 公社) / 本と 縁の皿霞 ← 元管理{水と緑の 公社} / 儁科講座の飃 闕{ 數胃振

輿 公廿}

※ サ ン セット 方 式

茴 体 や 事 業 へ の 姐 肋 金 碍 に 二 定 の 期 限を 付け る こ と

エ. 平 成10 年 度 に 行う も の

区 民税荊靹耀 奨金の 交付率等の 見直し/ 地域図 書館( 一 郎) の 改廃

S 事務手観きの簡略化と接遇の向上
ア. 平成8 ～10年慶にかけて行うもの
庁内内l 事務 手籖きの畷路化検 討・冥凰/ さ わや か悪ロ サービスの鬘關/ 撞l 研修の

充 実

イ. 平成9 ～10年度にかけて行うもの
申請書躪記輿 事項等の● 晧 化検 剖 一笑施

3 民間委託等の推進
ア. 平 成8 年 度 に 行 う も の

髯英黄金の畳 托の 検11

イ. 平成8 ～10年度にかけて行うもの
斤内CATV スタジオおよ ぴマルチピ ジョン/ 電 譁乗劃 一 廊) / 住民夢圃 による公 ●

自 主簪理/ 学 校飽 食屬厘/ 壼楽のまち推 進事業

ウ. 平成9 ～10年度にかけて行うこと
公設民営怩 肓所/ リハビリ テーションセン ター置営 委託の 検討/ ( 仮杯) 糲神爾霾 穗地

鱸生孟支埀セ ンター( 社会褊祉協钁 会) / 区 展・文化 豢

2.時代に即応した組織・機構の見直し
cI s 輾・● 構xa繭蠧遶鏖f匕

ア. F 成8 年 度 に 行 う も の

噺庁合開庁に 伴う庁合曹理体 制の見● し/ 岨織の倣員 合

イ. 平成8 ～10年度にかけて行うもの
・ ・公 共攜 皿名as 龝/ 効畢詞な 岨l への両羈臧

e 公社等の経曾改魯・再構築等
ア. 平成8 ～10年度にかけて行うもの
公廿等の兄● し/ 畧瞿 会等の 整理合理 化

3. 定員管 理および給 与の適正化の推進
ア. 平 成8 ～9 年 贋 に か け て 行う も の

賞与被服 黼厦の見湊し・ 矍理合耳化

イ. 平 成8 ～l a 年 度 に か け て 行 う も の

定 彌 晋 理 の僵 正f 匕ノ ノ ー 強 裏 デ ー 男 に よ る 畤 囀 外 勤 務 の 黹 涎/ 非 常 勤 龝 躪 活 溽 の 検 封/

奪 常 蜀 輪 曩 霄 の 扈 用 に よ る区 飛 遣 輹 曩 の 刪 友( 公 社)

ウ. 平 成9 ～10 年 度 に か け て 行う も の

特殊勠壽 手当の鳬直し/ 促肓攤 爨稟l 貝退 龝補充の非常勤輹 曩化

4. 効果 的な 行政 運営と 職員の能力開発等の推進
ア. 平 成8 ～9 年 度 に か け て 行う も の

輹曩研傳内 容の見盍し と眤力闥発研修の 実旛

イ. 平 成8 ～10 年 慶 に か け て 行う も の

i ● 攬制厦の 壥入・活 用/ 外部磯回 への驪 攤刪俥 藪l / イン ハウスVE の 試行・●

入・罵用

※インハウスVE
四 ・・㎜r 覯_ I I皿 皿j l £1訥( インjり ユχ 嵐騾蠢か囂5

● るー か一一- 一一- l e 童雷電皿 を友 ●町ごか5 誉● - - - -
一- - - - ・ 一-

皿

5. 行政の情報化 の推進等による行 政サービスの向 上
ア. 早威a年度に行うも芯
l・・矚皿 黶腟掴・輾民犀1㎜ 穀r1皿 ・實11/ - a
糲●システ=。。。。・

イ. 平 成 日～9 年度 に 力 けヽ て 行 う もの

戸皿 事務の コンピ ュータの一留曹● から 本略稼● まで

ウ. 平 成8 ～10 年 度 に か け て 行 う も の

公的 年 金 受 給 耋 の 現 況i l 手 続 き の シ ス テ ム 化 の 検 討/ 保 儺 衢 生 総 合 情 報 シ ス テ ム の

開 允 ・ 稼 ●

エ. 平 成9 ～10 年 度 に かl j て 行 う も の

各襴堊朝書の 文1 万・ 萼の黼 ・噸 割/ ● 跚6 用搴 鍬刀コンピュ ータ櫛●

6. 会館等公共施設の設置およ び管理運営の適正化
ア. 平 成B ～10 年 度|こ かけ て 行 う も の

公● a 轜褐I 覆・ 籥鏐 工事委託{ 水とl の公扣

イ. TOE9 ～10 年 度 に かl j て 行 う も の

亀会働l 籍● 利 用l紡 灑免●艘 叨見●し ・雌正/ 利 用肉 金聘塵の● λ ・活用

ウ. 平 成10 年 度 に 行う もの

リ サイクルセン ターの管理蘆営 にお ける住民番加

ねえ　おしえて
「ぎょうかく」ってな～に?

「 ぎ ょう かく 」 っ て ボ クも 聞 い た こ と

あ る け ど 、一 体 な ～ に?

う ～& 区 戳l i が し て いる 仕 ● を もう

一 度 よ く 見直 し て 、 剛 弋に合 わ な く な

ったものや、鯲) ことで替えられることな

どはやめて、i 要なことをもっとしていく

こと、つまり、お鹹) 使い方を考えけ と

いうことカ略 。

今 度 の は「 屬二 渕i 政改 革」だ よ な ・・・

と い う こ とは 、「 篥 一 次
」も あ っ た の?

そ う だ よ 、昭 稻41 年の 事 筋改 善 に 始 ま

っ て 、昭 魴{ 翔 こはこ う や っ て 行 政 改

革 し て い こう とい う 「行 数 改 革大 綱 」 を つ

く って 、 実 施し て き た ん だ 。こ れ1ま、 全国

的 に 見 て も 鵈 戴 り 岨 み な んだ よ 。

実 際 に はど ん な こ とを し て き た の?

そ う だ ね 、い ろ い ろあ るけ ど 、 そ の 中

か ら いく つ カ菴 介 する ね ま ず 、 公 社

を つ く っ て区 衡 亨iで ぼ ごき ない サ ー ビ スを

で き る よう にし た ん だ よ、 ほか に も 、 事 務

改 善 に 男 めた り 、 艮巽 活力 を 活 用 し た り 、

職 員 の 数 も仕 事の 量 に 合わ せて 見 直し てき

た ん だ 。

ふ ～ ん。 そう い うこ と を し て 、 良く な

る こ とっ てど ん なこ と?

公勤 勉書館の仕事をすることで、年

中無休で夜樋 帰できるようになった
んだ よ 、 ま た、 事 務 の 機 械化 で 人 件 費を 節

約し て 、 そ のお 金 をl まカ叨 サー ビ ス に 使う

こ と 力で き たん だ 。 た とえ ば 、 直 路 や 公園

を 整 備し た り、 福 祉 に 使 った り ね。

い ま ま でも 、 そ う い っ た成 果 を あげ て

き た の に なん で ま た 、『第 二 次J の 行 政

改 革 を す る の?

う ん 、 足 立区 を 取 り 巻く い ろ い ろ なこ

と 力嗄 わ って き た か ら ね。

い ろい ろな こ と・・・?

お年寄りカ囑えてくる一方で、生まれ
てくる子どもは戴つてきていたりし

て 、 必要 な こ とも 変 わ っ てき て い る ん だ、

そ れ に 、 み んな の 求 め る もの も 「も の」 か

ら 「 こ ころ 」 に な っ てき てる で し よ 。

「 もの 」か ら 「 ここ ろ 」?

た とえ ば、 た く さん の 公 茴 や図 書 館な

ど の「も の 」力鶚 る こ とも 大 切 だ けど 、

た だ あ るだ け でl まな く 、 そこ で 何ヵで き る

の 圦 どん な サ ー ビ スカS受 け ら れ る のか と

い う こ とが よ り 大 切 にな って き て い ると い

う こ と なん だ 、

そ う いう こ と か 。

あ と 、 不 景 気 が 長 く 続 い て い る こ と

で 、税 金 ○ 収入 か 少 な くな っ た り し て、

財 畋 状 況 が と て も 悪 く な っ て き て い る ん

だ 、 そ の ほカ4こも 、 地方 分権 ・ 癲 攤 和 や

都 区 洳渡 改 革 な ど の 各 種 湯渡a 坎革 も 進め

ら れ て 、 足 立区 で でき るこ と け9 守 又マSや

る よ う に な って く る ん だよ 。

わ かっ た 。 社 会が い ろ い ろ 変 わ って き

た から サ ー ビ スの 種類 や 質 もよ く 考え

直 さ なく っ ち ゃ い けな い し 、 不 累 気 でき 金

の 便 い方 も も っ と 考え な く ち ゃい けな い ん

だ ね 。

そう 。 み ん な に一 番身 近 な 早゙ 守又 ″

ぴ殷 創 は ど ん どん 大 き く な っ てき て る

ん 詆 だ か ら 、 簡 素で 勿 彖的 な み んな に 信

頼 さ れ る 区 政を 目 指 し て、r 第 二 次 行 取 改

革 大気 を つ く り 、 行 畋改 革 を 進 めて い く

ん だ よ。

がん ば ら な く っち ゃ ね 。
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干住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
干住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
八
H
M

甘

夭
)
、
午
前
1
0時
と

午
後
1
時
の
2
回
膏
g

け
は
、開
始
3
0

分
聊
か
ら
)

場
所
日
中
来
本
町
庁

舎
3
竪
驤

室

対
象
=
昭
和
S
I
H
-
2
2

月
2
日
L
昭
和
1
1年
1
月
l
a
生
ま
れ

の
方
刄
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容

卜
国
民
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
-

談
(
受
付

順
)

問
先
皿

石
本
町
庁
舎
・
適
用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
―

内
容
=
m

年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
な
お
、
今
月
の
夜
間
相
談

は
、
江
北
セ
ン
タ
ー
で
行
い
家
す
。

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1 ねんきん出張相談

申
告
時
に
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
と
国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
令
石
国
民
健
康
保
険
の
保

険
料
は
「
監
罫

険
料
控
除
」
の
対

象
石
弓

、
所
得
耡
ど
住
民
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
差

売
の
領
収
書
や

口
座
振
替
済
通
知
(
(
ガ
キ
)
、
通

帳
か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
忠
じ

て
ぐ
だ
さ
い
。
領
収・
な
ど
奮
匹
付

し
な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら
れ
ま

す
。X

国
民
年
金
加
入
者
で
現
在

第
1
号
被
保
険
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
麥
な
ど
)
の
方
で
今
年
、
第
F
号

被
保
険
者
と
し
て
自
分
で
保
険
料
を

納
め
た
方
も
、
収
め
薇

険
料
雰

だ
け
所
蠹
ほ
哭
れ
衆
す

筒
先
=

国
民
年
金
に
つ
い
て
ほ
国
民
年
金
課

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
ば
国
民
健

康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

教

育

ご
利
用
く
だ
さ
い

教

育

相

談

学
校
に
行
ぐ
の
鷽
飄
が
る
。
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
腑
禺
が
相
談
に

応
じ
て
い
家
す
。

□
面
接
相
談

日
時
H
毎
週
月
大
屋
日
(
祝
日
を
吸

く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
i
時
申
込

=
電
話

場
・
申
・
問
先
H
教
育
研
究

所

　
(
3
回
り
9
)
Q
5
3
1

綾
瀬
分
Ξ

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

薦
浜
分
蚕

莟
a
Q
り
)
7
7
3
5

□
竃
話
相
談

日
時
趾
璢
習
了
金
曜
日

貎
日
夲
除

く
)、午
前
1
時
～
午
後
く
時
3
0分

申
先
沚
髻
腓
昴
觧

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

就
学
時
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
I

耆
i
{

瓦
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
つ
て
い
毒
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知

は
。
1
0月
5
日
に
発
送
し
ま
し
た
の

で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
w
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
診
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い

場
霤
刄
ほ
。事
情
の
あ
る
場
合
に
は
、

連
絡
武
矗
い
¥

チ

。

問
先
日
千

住
本
庁
合
・
保
健
給
食
係

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の

外
国
人
の
方
へ

ま
だ
入
学
手
続
を
し
て
い
な
い
劣
ほ

お
孑
さ
ん
の
外
印
人
瞽
録
証
明
S

争

帳
)
を
痔
参
の
{
。え
、
手
続
W
晏
し
て

く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
基
虚
栄
庁

舎
・
学
事
係

国

保

社
会
保
険
扶
養
家
族
に

入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
胯
は
、
会
社
な
ど
他
の

聾
探
険
に
入
る
冫
こ
が
で
き
な
い
方

が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
家
族

が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、

お

扶
養
黶

已

て
蓊

辰
に
加

入
で
き
る
万
は
、
切
a
會
え
の
手
続
き

を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
社
会
保
険
の

扶
薺
に
な
れ
る
収
入
幕
準
は
、
お
お
む

ね
次
り
と
お
り
で
す
。
(
1
)
年
間
収
入
が

國
万
円
未
満
の
方
。
(
2
)
6
0
歳
嘔
よ
も
し

ぐ
は
障
害
年
金
受
給
者
は
年
間
収
入
が

圀
万
円
未
満
の
方
。

問
先
乱
筴
本

町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
Q
y
l

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
加
入
者
の
万
が
東
京
近
県
の
国

保
で
指
定
k

旅
館
な
g
S

鍋
f

る

際
に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成

天

人
3
千
円
、
孑
&
一千
5
0
0円)
し
て
い
ま

す
。

対
象
八
尽
立
区
国
保
加
入
者
で

保
険
料
濳
納
り
な
い
方

申
込
日
旛
酖

へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
あ
つ

か
い
と
告
け
て
ぐ
だ
さ
い
)
し
、
L
週

間
以
内
に
国
保
課
の
窓
口
に
て
利
用
承

認
謇
萋
吁
取
っ
て
ぐ
だ
さ
い

※
登
瑕
ど
ぐ
わ
し
く
は
「
国
保
だ
よ

ひ
9
5年
4
月
号
」
ま
た
は
案
内
チ
ラ
シ

(区
民
事
務
所
・
国
保
課
の
窓
口
に
あ
n

乖
す
)
奮

」覧
く
だ
さ
い

申
・
問

先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険

課
庶務係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

表2 国保指定保養施設( 参考)
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生

活

環

境

住
居
表
示
板
の
取
り
替
え
作
業
を

行
い
ま
す

竹
の
塚
1
丁
目
～
7
丁
目

区
で
は
、
町
'
W
R区
妬
と
眞
鼇
物
に

取
り
付
け
て
あ
る
住
居
番
号
表
示
板

荏
所
奮
ぶ
螽
色
の
ブ
レ
I
ト
)
の
古

く
な
っ
た
も
の
、
破
損
レ
た
も
の
の
取

替
2
霏
行
い
求
f
y
。
作
業
は
区
が
委

託
し
た
業
者
が
行
い
李
す
。
対
象
地

区
H
竹
の
綟
―
丁
目
r
7
丁
目

問
先

日
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
衵
当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

水洗化が
可能に
なりました

表
3
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
2

じ
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
下
水
道
局
小

菅
分
Ξ

　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
西
阯
蚕

問
先
卜
中
央
禀
町
庁
舎
・

助
麌(

3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3 水洗化可能地域

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
環
境
整
備
事
業

区
で
ほ
、
幹
裡
珮
路
の
沿
道
の
交
通

騒
晉
に
よ
R
9

にる
障
害
を
防
止
し
、

蹙

£

謹
的
な
土
地
利
用
の
促
馨

釟

希

め
、日
齒

道
(
荒
川
以
北
)

と
環
状
冫
号
線
罸
道
で
沿
道
整
備
計
回

を
足
め
て
い
宋
す
。

沿
道
整
備
計
回
の
区
域
内

§
道
の

お
避
M

肪
m
)

に
お
い
て
次
の
行
為

査
竹
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申
膾
y
ほ

別
に
4
顋
行
為
の
普
ぷ
肖
箭
ま
で
に

届
き

の
で
'
柾

意
ぐ
だ
さ
い
。

1
.土
地
区
画
形
質
の
扈
更

2
.建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増

築3
.建
築
物
の
用
途
、
形
態
素
ほ
意

匠
の
変
更

ま
た
、
沿
遭
星
備
計
画
に
と
もな
つ

条
例
施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど

に
つ
い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む

ね
2
0
mの
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工

事
費
の
一
部
助
虞
制
度
や
騒
音
が
背
後

に
脊
薮
け
な
い
ぶ
£
遽
物

種
面

建
築
物
)
に
す
る
た
め
の
建
簗
費
な
ど

を
一
部
助
成
す
久
衢
謇
も
の
2
チ
の

で
'
舶
用
く
だ
さ
い
。

問
先
H
千
住

本
庁
舎
・
ま
ち
つ
く
り
課
事
業
第
二
係



1995 年( 平 成7 年) 11 月10 日 あ だ ち 広 報 第1106 号( 7)

福

祉

『
(
親
)
医
療
証
』
の
現
況
届
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
へ

裏
配
届
の
提
出
期
限
は
1
0月
3
1ほ
で

す
。
碧

窟
が
提
出
さ
れ
な
い
と
平
成
8

年
分
の
医
療
証
が
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
ま
が
擺
出
し
て
い
な
い
方
ほ
至
急

郵
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
な
お
、
1
0月
1

日
以
降
『
廰
医
療
ぎ

を
甲
請
し
た
方

は
、
今
年
に
つ
い
て
は
裏
肬
届
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
』。
な
お
、
保
険
証
が
変

わ
っ
た
方
で
ま
だ
変
更
届
を
し
て
い
な

い
方
は
、
碧
窟
に
新
し
い
保
険
証
の

コ
ピ
ー
奮
恆
摂
そ
く
だ
さ
い
。

※

平
成
7
年
に
は
瘠
得
制
慝
鳫

え
て
い

た
方
で
、
平
成
8
年
は
薦
医
療
豎
疉

給
で
き
る
方
は
1
2月
1
日
以
降
に
手
続

き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
先
日
千

住
本
庁
舎
・
泌
蔓
粂
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

対
象
=
思
慕
可
威
苹
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
単
生
以
下
の
児
謇
簒
脣
し
て

い
る
家
庭
内
容
日
親
ま
た
は
中
学
生

以
下
の
孑
叺
が
男
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、
家
事
や
育
泌
筆
嫐
ヱ
T
ム
ヘ

ル
パ
ー
萋
邇
(
長
期
疾
病
・
入
院
等

は
対
象
外
)
/
F
度
の
申
請
で
5
回
以

内
、年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
7
時
～
午

後
7
時
の
間
で
連
続
1
時
間
ま
た
は
4

時
間
を
F
回

申
込
H
診
察
券
等
、
疾

病
を
証
明
で
膏
る
も
り
こ
印
か
ん
岑
痔

参
し
、
介
護
券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い

緊
急
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
申
し
込
み
を
し
、
代
理
9

め
来

所
可
)
。
申
・
問
先
=
m
+
栄
庁
舎
・

児
童
助
成
係

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。
鬻

日
鷙

、犬
黻

、
軽
呉

な
ど
‥
H力
所

対
象
H
母
子
異
ほ
父

子
家
庭
の
方

宿
泊
料
H
無
料

※
入

湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿
泊
料
金
の

差
額
等
は
ほ
己
負
担
(
年
度
内
―
泊
ま

で
)

申
込
日
各
旅
護
へ
直
接
予
約
(
必

ず
息
立
区
ひ
と
ひ
親
家
犀
坏
養
ホ
ー
ム

利
用
と
告
げ
て
ぐ
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、

各
福
祉
事
務
所
ま
か
ほ
児
童
助
成
係
の

窓
口
で

、
利
用
券
と
利
用
登
録
票
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
梃
子
年
金
、児
童

扶
養
手
当
証
魯
、
児
童
育
成
手
当
支
払

通
知
書
な
ど
、
ひ
と
ひ
覡
で
あ
る
こ
と

夲
確
認
で
曼
も
り
と
印
か
な
螽
巷

申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

吏
ほ
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

表4 福祉事務所一覧

作
品
募
集

障
害
者
(
児
)
総
合
作
品
展

1
2
月
6
日
～
1
0
日
に
竹
の
塚
障
害
福

祉
館
で
恆
冒
受
付
い
ま
す
。障
害
者

の
方
々
の
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ネ
す
。内
容
H
絵
画
・
書
道
・
工
芸
・

雲
?
詩
歌
な
ど
の
作
品
対
象
日
区

内
在
住
の
障
害
者
の
方

申
込
H
直
接

窓
口
患
ほ

韶
薑

期
限
=
3
n
;
3
0日

申
・
問
先
悲
冱
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

課
計
画
調
整
係

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

今月は福祉手当
( 国 制 度)

の定例払月です

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当

昼
盪
服
)

の
a
月

ふ
…月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
1
1月
程
と
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

兔
巌
機
関
で
支
払
い
を
鷽
け
て
く
だ

さ
い
。

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
障
害

福
祉
係

申
請
は
お
す
み
で
す
か
?

特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
ひ
、
重
度
の
障
害

が
あ
灸
にめ
常
時
介
軍
を
密
歹
そ
右

方
で
、
次
の
条
件
夸
す
べ
て
肩
た
し
て

い
る
方
は
苹
当
の
甲
請
が
で
I

ヂ
。

□
特
別
障
書
者
手
当

対
象
悲
屁

以
上
の
方
で
施
設
や
病

院
・
診
療
所
に
入
所
・
入
院
し
て
い
な

い
方
/
障
害
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
表
5
の
障
害
が
X

つ
以
素

る

蜜

あ

障
害
が
F
つ

ぁ
り
、
か
っ
表
6
の
障
害
が
冫
っ
以
上

あ
る

③
障
害
の
程
度
が
前
記
と
同
程

度
以
卜
芒
詔
め
ら
れ
る

手
当
額
卜
月

額
1
万
6
千
2
3
0円

□
殫
害
児
福
祉
手
当

対
象
蓊
畿
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が
障
害

夲
理
由
温
灸
疂
的
年
金
を
鷽
け
て
い

な
い
方
/
表
7
に
定
め
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
万

手
豈
B
=
月
額
1
万
l
t

禹

-

い
ず
れ
も
匚
卜

障
害
者
本
人
壑
ひ

扶
養
義
務
者
'
E胼

得
に
制
限
が
あ
り
豕
す
(
表
8
)
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
佩

表5

表6

表7

表8

※ なお、障害者本人が公的年金等を受給している楊合は、当骸

給付額は、所得に算入されます

口
座
振
替
で
ス
ッ
キ
リ
安
心

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座

振
替
忿
吊

す
れ
ば
、
指
定
日
に
自

動
的
に
引
き
落
し
に
な
り
、
納
め
忘

れ
が
な
く
安
心
で
す
。ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
込
H
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
(
郵
便
局
蚩
隊
ぐ
)
ま
た

は
区
担
当
課
窓
口
、
各
区
民
事
務
所

に
預
金
通
蠎
怠
寝
印
、
そ
れ
ぞ
れ

の
納
付
書
を
痔
参

問
先
卜
納
税
課
?
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
―

☆
第
4
回
キ
ル
ト
サ
ト
ク
ル
ー
ト
ウ
ィ

ン
ク
ル
の
a
麗
示
u
鳬
日
～
2
6

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
i
時
/
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
/
無
料
/
秋
山

(
3
6
2
9
)『
y
L‘
7
7

☆
正
月
区
民
ス
キ
ト
ス
ク
ー
ル
参
加
者

募
集
1
2
月
3
0
日
～
t
角
4
日
(
車
中

―
泊
)
/
妙
高
高
原
池
の
平
ス
キ
ー
場
/

定
興
8
0人
/
足
立
ス
キ
ー
協
会

堀

内

　
(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

☆
ち
え
の
わ
学
校
パ
ー
ト
皿
u
n

日
(
日
)
…
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0

分
、u
偲
甘
(
日
)
・
・
・
午
煎
…
一
時
～

午
後
1
時
/
1
2
日
…
都
市
農
業
公
園
自

然
環
境
館
、1
9
日
・
:
西
新
井
橋
右
岸
橋

詰
/
1
2
日
・
:
「い
の
ち
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
?
」(
講
演
、パ
ネ
ル
展
示
な
ど
)
、

1
9日
・
廴

荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト

」(
荒

川
の
水
質

、
生
物
観
忝
な
ど
)
/

大
人
5
0
0

円

、
小
中
学
生
Ⅲ
円

箝

日
は
無
料
)
/

電
話
に
て
申
し
込
み
/

三
井

(
3
8
3
8
)
2
9
4
0

☆
モ
デ
ル
撮
影
会
H

月
1
2日

亘

/
郷
土
博
物
館
東
溯
江

庭
園
/
4

千
円

足
立
区
写
真
連
盟

小
林

(
3
8
7
0
)
3
4
1
0

☆
リ
ウ
マ
チ
と
音
楽
療
法
1
1
1
1月
1
2日

亘

、
午
後
廴
時
3
0分
A

時
3
0分
/

障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
/

刈
円
/
石
川

八
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
第
2

回
定
期
演
奏
会
1
1
月
2
6日
亘

、

午
後
1
時
/
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
無

料
/
パ
リ
の
お
嬢
さ
ん
ほ
か
/
河
内

　
(
3
8
8
5
)
6
7
1
2

☆
T
E
P
c
o

ぶ
れ
あ
い
　
チ
ヤ
リ

テ
ィ
ーコ
ン
サ
ー
ト

1
2月
1
2日
火
)
、
午
後
6
時
3
0分
/
西

釿
弃
文
化
ホ
ー
ル
/
嶺
組
/
往
復
(
ガ

キ
に
て
申
込
(
1
1月
2
5日
消
印
有
効
)
/

東
京
電
力
足
立
支
社
「コ
ン
サ
ー
ト

係
」
〒
1
2
0千住
中
居
町
8
-
9

(
3
8
8
2
)
9
1
1
1

㈹
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第
1
0回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

題
材
日
区
内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧

跡
・
文
化
一
産
・
伝
統
行
事
・
河
川
・

街
並
な
ど

規
格
N
カ
ーフ
ー
プ
リ
ン
ト
4

ツ
切
ひ
、
ふ
ち
な
し
(
ワ
イ
ド
4
ツ

切
n
ほ
除
ぐ
)

資
格
H
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方

申
込
H
応
募
用
紙
に
所
定
事
項

を
記
入
の
丐
え
、
直
接
持
壑
素
ほ
郵

送
(
応
昌
陏
紙
は
、
足
立
区
観
光
芻
会

事
務
局
象
限
艮
内
写
真
商
業
S
同
組

合
加
盟
店
に
置
い
て
あ
ひ
豕
Σ

表
彰
=
区
長
賞
L
点
・
特
選―
?
凖

特
選
t
R
・
入
選
1
0点
・
佳
作
1
5点

募
業
期
間
日
W
1

日
I
8
年
L
月
3
1

日

申
・
問
先
卜
足
立
区
観
光
協
会

〒
翊一中
央
本
町
1
1
1
7
-
l

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

郷
土
博
物
館
特
別
展
講
演
会

東
京
の
都
市
交
通
―
鉄
道
と
高
速
道
路―

現
在
開
催
中
の
特
別
晨
「
写
裏
に
見
'
8

笠
の
交
通
茜

に
ち
な
み
、
鉄
道

交
通
や一

麕
露
の
唇
紊
蔀
市
計
画

と
の
つ
な
が
り
、
今
後
の
甎
展
に
つ
い

て
の
脾
演
參
儖
竹
い
ホ
"
。
講
師
は
第

一
線
で
都
市
計
画
に
複
わ
れ
た
方
。
舎

人
新
線
や
常
磐
新
線
、
高
這
珮
路
の
震

災
対
策
に
も
ふ
れ
る
予
定
で
す
。

日

時
H
H
月
1
8旦
土
)
、
午
後
1
時
I
4

時

講
師
卜
岡
本
尭
生
氏
哭
東
京
都

技
監
)
S

用
H
無
料

吩
一ア
ー
話

場
・
申
・
問
先
卜
郷
土
荐
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
相
談
室

区
で
は
、
区
民
の
皆
麝
か
に
役
立
つ

各
種
相
談
奮
竹
な
っ
て
い
求
す
。
困
つ

な
右

や
心
配
な
'
と
が
ゐ
叮
&
C
た

ら

～

い

費

用
H
無
料

※
秘
密
は
厳
守
杤
れ
求
f
y

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談
室

〒
跏
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹
O住宅● 讐萼をお考えのカへ、g 冫。嘉纂業者の遭夊翩体翕・ じて觴T ● 青をあつ
せんしています。電話でお申し込みく ださし丶。土●・F=・ ・祝日はおやすみです。

情 報 コ ー ナ ー
皆さんの 声を区政へ生かす∂、岫ハガキをご利用くださ い

広聴ハガキは、千佳本庁會・中央本町庁舎の受付、a 氏擧冊夕1などの区纛霞の

塞囗にあります。 闢先= 千佳本庁合・広蓴相簔傴 　I 鴕- 1 Ⅲ ㈹

第24回足立区合唱コンクール
区pi lの小 ・巾? 笆 や騅眠の合唱

愛好団 体が、美しいハーモニーを

親い合います。さ4・i・ゐ心 氤声 ご

秋の一日をお楽し みくださ1丶。

日時=11 月19日( 日)、午前1( 1時仞

分霏攬臟 場 所= ギ ャラクシティ・

西新井 文化ホ ール( 入場無 科)

特別出演= 斉田正子氏( ソプラノ

独崛) 、萍l j i i足立少年少女合1韆瀰、

いずみ幼 稚圃、巾予校合同合唱

問先= 千住家庁舎 ・文化振興係

　3882- 1111 ㈹

暮らしっくスクール公開講座
「暮らしと世界一南の国から暮らしの中に、食糧輸入に思うこと―」

暮らしに溶けこんでしまった輸

入食品、その陰にある問題をわか

り易く解き明かします。日時=

12月6日( 水) 。午後6時30分～8

時30 分 場所= エル・ソフィア

対象= 区n 在住・l t 動の方 講師=

北沢洋子氏( 国際問 題評諭家)

定員=30 人( 先着順) 費用= 無

料 申・問先= 消費者センター

3880 ―5385

スポーツ指導員養成講習会
専門科目「硬式テニス」
スポーツ指導者 の資質と指導力

の向上を 目的に、講習会を 閲催し

ます。なお 、専門科目と別に閲催

する共通科目の試験に合格し た方

を足立区 公認のスポーツ指導員と
して認定・瞽帰し ます。 日 程等=

下表 場所= に>講義… 教育研究

所 　実技 … 竹の筱6 号公園テニ

スコート 場 対 象= 満20歳以上で

当種目の指導を 行っている方およ

び指導者を 目搦丿力 講師=a 講

義… 佐藤 雅幸氏( 専修大学) β 実

技… 伊藤重徳氏( ヨネックス・イ
ンスト ラクタ ー) ほか 定員=70

人( 共通科目 合格者優先・ほ か抽

選) 費用= 無料 ぐ&祠費は実費

負担) 申込= 往復ハガキに、ス

ポーツ指導員養成講習会専門科目

「硬式 テニ ス」、住 所、氏 名( フ
リガ ナ) 、電 話番号、年齢、件別、

硬式 テニ ス嶇駄年数、所属団体を

明記 期限=11 月20日必着 申・

問先= 足 立区 体育 協会 〒120千

住1- 4- 18

3882 ―1111( 代)

青年センターまつり
スタッフ募集

8 年3 月24日( 日) に。 青年セン

タ ー のお まつ り を 行い ま す。演

劇、 ラ イ ブ、展 示、出 店 、et c.

何で もあ りの楽しいお まつり にし

たいと思 います。 イベント 大好き

な人 、何かや ってみたい人、コー

デ ィネイト の 得意な 人等々、一緒

にお まつり を盛り 上げ てくれるス

タ ッフを 大募集し ます。 対象=

青年男 女 申 ・同 先= 青年センタ
ー 　3890- G061

足立区環境づくり
区民大会

住み良い 社会環境づ くり に長年

ご 尽力いただい た方や、顕著な功

績を 残された 方などの表彰を行い

ます。お気軽にご 参加ください。

日時=11 月21 日( 火) 、 午後2 時

場所= ギ ャラク シティ・西新井文

化ホール 内容= 地域実践活動・交

通安 全・善行 者・リ サ イクル・献血

等関係者の表 彰と展示による活助
の紹介 問先= 中央本町庁舎・地

域振興課育成係 　3880- 5173

秋の学び情報を電話でキャッチ!
生涯学習情報ダイヤル
あなたが探している講座やイベント
について区内情報を中心に、いつ、
どこで、どんなふうに開催されるの
かを電話でご案内します。「何か始
めたい……」そう思った時から始ま
る学びのストーリー。このダイヤル
からあなたのストーリーがスタート
します! お気軽にお電話くださ
い。

ダイヤル圜掫日時

111阿! Q日

までの毎日
・午前10 畤t 飯5 時'

3605- 7181
( 生珮蠻習館)

女と男のフリースペース

「フェミニズムの視点から宗教を観る」
日本では生活習慣の中 に、それ

とは気付かない形で多くの宗教 行

事が繼り 込まれています。

このよう に知らず知らず人々の

生活に影響を 与えてきた宗教を、
フェミニ ズムの視点からもう一度

とらえ直し 、 緒に考えてみませ

んカ丶。 日 時=11 月24日( 金) 、午

後6時30分～8時30分対象=区

内在住 ・l t 勣・在学の方 ゲスト=

岡野 治子 氏( 実践 女子 大学 教

授) 定員=20 人( 先着順) 費

用= 無料 申込= 電 話 場・申・

問先= 女性総合センタ ー

3880 ―5222

(Ξ )「あだち広報」ま再生紙を使用しています K. Y. Hi . 240, 000


